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一、 王充思想 の研究現況及び研究方法
今 まで の王充思想 の研究 をそ の観点 を中心 にまとめて見る と、大き く二つの部類 に分 け られ
る。唯物主義的観点 とそ うでな い観点 との二つの部類である。 まず 唯物 主義的観点か らの研究
を見 る と、古 代(漢 王朝)・中国 とい う時 ・空間的背景 を熟考 した上で の研究 ではな い と言え
る。 また唯物主義で はな い観点か らの研究 を見 ると、様々な角度か ら王充の思想 を明 らか にし
ようとは して いる。 しか し、王充思想 にお ける矛盾する爾思想一 王充の思想は 自然的天 と意志
的天、命定論 と頒漢思想、性 の不変(気 的側面)と 可変(性 の側面)等 の矛盾 する爾思想 を中
心 に展開 されて いる一 を完全 には解決 していない と思われ る。 そ こで、 本論文 では、 そ ういう
問題点 や未解決 の問題等 を明 らか にし王充思想 を もっ と理解す るため に、 「以前 の思 想 に対す
る批判 ・総合」 とい う側面か ら、 「人間 と社会」 というテー マ に焦点 を合 わせて、王充思 想 を
論ず るのを目的 として いる。
二、時代的背景
秦 に続 いて支配王朝 とな った漢 は、漢王朝の永遠の存続 と発展のために、漢 王朝理論の確立
に全力 を注 いだ と思われ る。結局、董仲紆の理論 によって漢王朝の理論 が確立す るよ うにな る
が、そ の理論 とは天人相関説 によ って人間 とか人間社会、 政治方法等 を説明す る ものであ る。
王芥 の新 に続いて天下 の主権者 とな った後漢 王朝は最初 か ら確固たる理論 の上に成 立 した王朝
で ある。即ち、前漢王朝 の理論 を更 に図識 によって強化 したのが後漢 王朝の理 論である。そ こ
で、後漢 の社会は図識的性格 を帯び るよ うになるが、 この図識的社会風潮 の ど真 ん中に生 きて
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いた のが王充な ので ある。王充は このよ うな社会が真実 を失い、虚妄に満ちて いるのを嘆 き、
そ こで 『論衡』 を著述 したわ けであ る。 しか し、考えてみ ると、 当時の図識的社会風潮 とは当
時の王朝理論 によるもので ある。従 って、 王充 は実証的方法 によって徹 底的 に批判せ ざるを得
なか った と思 う。 しか し、 いく ら実証的方 法によ るとして も、王朝理論の批判は許 され るはず
がな いので ある。王充 の自由批判の背景には、 王充の個人的立場 とか当時の社会的雰 囲気等 の
要素があ った と思 う。 また王充が批判 しているのは、 当時の社会の虚妄 的要素であ って、漢王
朝その ものではな いので ある。む しろ王充 は漢 の学 者の任務 として 『論衡』 を著述 してお り、
将来新 しい王朝理論 として採用 される ことを夢見 て いるのである。こうい う意味で、王充 の『論
衡』 は、 漢王朝のため に、漢王朝の社会 的虚妄 を批 判 している ものだ と言 えよ う。
三、 王充思想の動機
王充の 自分な りの思想の形成 は 自分 な りの経験 に基づいている と思 う。経験 には間接 と直接
とがあるが、まず 間接的経験 か ら見 る と、桓漂 の思 想 との出会いが一番強 力だった と思 う。王
充の批判思想 は桓 諜の思想か ら受 けた影響が大 きい と思 われ る。次 に直接 的経験 か らみる と、
「才能 と仕官」、 「才能 と家柄」に関す る経験が思想 の形成 と関係 あると思 う。 当時 は天人相関
説 に基 づいて、仕 官 と才能 と家柄 とは必然的関係 にある と考 え られて いた。 しか し、 王充は高
い官職 に昇進 できなかった し、 にもかかわ らず 自分 は才能が ある と考 えて いたのである。 この
ような 王充 の立場 と当時の一般的な考え方 との問 の矛盾 は、 王充 に仕官 と才能 と家柄 との偶然
的関係 である ことを語 らせ た と思 う。 このよ うな思想 の動機か らみると、王充思想 の形 成は偶
然か ら命、命か ら気 ・天 へ発展 して いると言えよ う。 また 『論衡』著述 の目的 の中には、 自分
の才能 の弁護 というものも入 って いると思われ る。
第一章、世界の根源
一、天 論
王充は実証的方法 によって天の実体 を明 らかに しようとして いる。その出発点は 「夫婦法天
地」(夫婦 は天 地 を基準 とす る)と い う公理で ある。 詳細 に言 えば、 人間の夫婦 のよ うに、天
地は夫婦で あ り、 また天 と地は同 じ構 造を してい るということで ある。 この公理 によって 明 ら
か にな った天の姿は、形体 を具えてお り、真 っ平 らであ り、宇宙空間の極 上 に存在す る、 とい
うことであ る。 また現実的 に見る と、 地上には人間世界が存在 している。 天地が夫婦で あるな
らば 、天上に も地上の人間世界のよ うなものがなければ な らないのである。 そ こで、王充は天
上の衆星 を地上の人間世界に相当す る もの として解釈 し、 天上の衆星世 界に応 じて地上の人間
世界 が存在 する とい う、彼独特 の 「天地対応説」 を立 てているのである。 これ は天の本体 と天
上世界の構造 に関する説明であるが、天 の作用 については、 王充 はそ の性格 を無為 自然だ と説
明 している。 これ も勿論 人間の夫婦 とか地か ら論証 して いる。そ して、天 を動 的側 面か ら把握
し、 天の運行 は気 を施す こと(施 気)だ と言 って 値る。
以 上が王充 の天論 の基本的立場で あるが、 しか し王充 は意志 的天 につ いて も言及 している。
これ は彼 の理論展 開上、 また彼 の目的 と共 に理解で きるものだ と思 う。 とにか く王充 の天論 の
中で は自然的天論が主流で あ り、 このよ うな天論 を立てた理 由につ いては、 まずは漢 王朝 のた
め に、また不遇だ った自分 の立場 の合理化等 を挙げ ることがで きる。このよ うな王充 の天論 は、
特殊な状況 の中で、以前 の理論即ち儒家の意志的天 と自然 的天、道家の本体論な どを批判 ・総
合す ることによ って生 まれた と言えよ う。
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二、気 論
王充における気 とは、 天 との関係 の中で成立 して いる。 まず天 と気 との関係 を見 る と、次 の
よ うである。(1)天と気 とは ともに根本 的な実在者で ある。(2)存在の様態は、両者一体 的状態で
ある。(3)現実 的作用 の面か ら言 えば 同 じ作用で あるが、 論理的面か ら言えば、気は天 に従属 し
て いる。作用的面 にお いて気が天 に従属 して いるとい うことは、天が地上世界の根本存在だ と
して も、天が 自然 的天で ある以 上、天か ら直接地上世界 を説明する ことは難 しく、そ こで天 と
地上世界 との間 に気 を入れて説 明して いるということであ る。 気がない ことには、天 はただ の
無欲 の形体 に過 ぎな くな るので ある。従 って、天は作用 の根源 ではあるが、 自然無為な る作用
の主体 は気な ので ある。 このような気は天 と地 との間の宇宙空間で作用 してい る。 この気 の作
用 と して まず挙げ られ る ことは、万物生成 としての作用 で ある。万物生成は また生命 的次元 の
生成 と本性的次元 の生成 との二つ に分 け られ る。 生命 的次元の生成か ら見 る と、 気 とは生命力
そ のもので あ り、生命体 の最小 の単位だ と言える。 また本性的次元 の生成か ら見 る と、気は道
徳の根本 になるのであ る。 この道徳の根本 という側 面か ら、王充は 「五 常の気」 とい う概念 を
使 って いる。 このよ うな万物生成の作用の他 に、 また重 要な気 の作用 がある。天 上世界の秩序
を地上世界 に伝 達する作用であ る。 このよ うな気 の秩序伝達 の作用 によって、 王充 の天地対応
説は成立 しているのである。
第二章、現実世 界
」、人間 と万物
人間 と動物 との生成 的 ・価 値的側 面か ら見 る と、 同 じ生物界 の中で、動物界 の頂 点 に人間界
が存在 する と言 えよ う。 ところで、 王充 の天地対応説 に立 って見 ると、人間界 と動 物界 との間
に もう一つ の関 係が成 立 して いる。 即ち社会 的側面 か ら見 る と、人間界 と動物 界 との根拠 は
各々天上世界 に存在 しているのである。従 って、地上世界で の人間界 と動物界 とは、 天上世界
によって独立的社会 として認 め られて いるということで ある。 また爾世界が関係が あるよ うに
見 える場合 もあるが、それ は天地対応 関係 か ら、即 ち天 の一 つの動 きに対 して、地 上では人間
界 と動物 界 との二 つの世 界でそ の対応が あ るか ら、そ ういうふ うに見 えるだ けだ と言 ってい
る。
また王充 は人間 と動物 との個体的側面 にお ける違 いも指摘 して いる。個体的側面 における人
間 と動物 との一番大 きな違 いにつ いて、王充 は本性の違 いを挙げてい る。本性の違 いによって
形体 の違 いも存在す ると言 って いる。人間は倫理的本性 を持 ってお り、動物 よ り価値が あると
いいなが ら、そ の延長線で人間 は自分の種類 の形体 を死ぬ まで保 っているが、 動物 の場合は形
体が変わる こともあ ると言 って いる。
二、人間世界
1、人間の生成 とそ の本性
人間は陰陽の気か ら生成 され る。陽気は精神 とな り、陰気は形体 となる。 この人間 の生成過
程 を具体 的に見 る と、 次のよ うになる と思 う。 まず 万物 の具体 的生成 にっいて見 る と、万物は
それぞれ 局限された場所 の局限 された気 を受ける ことによって、更 にそ の受 ける気 の量 によっ
て、それぞれ 固有 の姿 を持 つよ うになる と言 える。従 って、 人間の場合 は、 人間 とい う同種 類
の個体 を通 じて、 天地 陰陽の気 を受 ける ことだ と言 えよ う。 このような人間 の本性 について、
王充は以前 の性説 の批 判を通 して 「有善 有悪」性説 を主張 して いる。 本性 に善 と悪の違いがあ
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るのは、 生まれる時 に受ける気(五 常 の気)の 厚 薄による ものである。本性 とは人間 の人間 と
しての姿 だ と言 え る。 してみる と、 主充 における人間の資格 として の姿 には、 善 と悪 の姿があ
る ことになるのである。 言い換 えれば、 これ は人間の持 って生まれた五常 の性 の 自然な る姿だ
とも言 えよ う。 とにか く人間の資格 として の姿 に悪 の姿が ある という ことは、本性 に対す る後
天 的人為 的努 力の必要性 を認 める ことで あ り、そ ういう意 味で 王充 にお ける人間の姿 には:二つ
の姿が ある ことになる。 人間の本来 の姿 と最終 的な姿 との二 つで ある。 人間 の価値 は 当然最終
的 な姿 によって 決定 される。 このような王充 の人間観 は、 以前 の性論 との関係か ら見 ると、孟
子 的性論 と荷子 的性 論 との総 合だと言 えよう。
2、人間社 会
王充 の天地対応 説によれば、 人間社会 の根拠 は天 上の星座 の世界 にある。言 い換 えれば、 こ
れ は人間社会 を思惟 の対 象に してそ の人間社会 の根拠 を根本存在で ある天 に探 した結果、得 ら
れ た見解だ と言 えよ う。 天上社会 の地 上的実現 として 人間社会が存在す る とすれば 、人間社会
の性格 は天 上社 会の性格 をそ のまま受 け継 いで いる と言 えよう。王充 は人間社会 の命 によ る必
然性 を主張 しているが、 実際、 これ は人間社会 の無為 自然性 を人間的側面か ら見 た結果、生 じ
た性格 に過 ぎず、元 々無為 自然性 と離れて存在す る人間社会 の性格で はな いので ある。 このよ
うな人間社会 の性格 は気 の働 きによって決定 され るもので ある。そ こで 王充 に とって気 とは、
人間社会 の性格 を決定する役割 を果たす存在で もある。 こう見 る ζ、 人間社会 には必然性 しか
存在 しな いよ うに見 える。 しか し王充 は偶然 という言葉 も用 いて いる。偶然 とは因果関係のな
い ことを言 って いる言葉 である。即 ち、王充 は気 による必然性 の結果が 人間 の有為 的行 為 とは
全然 関係がな い ことか ら偶然 という言葉 を用 いて いるのである。そ こで 王充 は、 人間社会の中
には、必然的世 界の他 に、偶然 というもう一つ の世界が あ.ることを認 めて いる。 この二つの世
界、即 ち気 による世界 と性 による世界 とは、矛盾関係で はな く、表裏一体 の相補 う関係だ と言
え よう。
第三章、価値世界
一、価値世界
人間 の精神は 陽気 によって存在す るよ うにな るが、そ の作用か ら見 ると、陽気 とは全然違 う
作用 をす る存在 である。 陽気 の作用は万物生成で あるが、精神の作用は認識作用な ど人間の生
理機能な ので ある。従 って、そ の作用か ら見れば、気の世界 の他 に精神世界の存在 を認 めざる
を得な いと思 う。 この精神世界は、気の世界か ら見 ると、偶然的世界であ り、そ こで王充 は偶
然 という概念 を強調 した と思 う。人間 にお いて気の世界 も勿論重要であるが、人間 と して価値
あ る世界は精神世界だ と言 えよう。
人間の本性は気 の厚薄 によ って善 と悪 とに決定 され る。従 って、 その本性の変化 は気 の変化
を意味す ることにな り、 こういう意味で王充 にお いての性不変 と性 可変 とは矛盾す る と言 えよ
う。 しか し王充 は精神世界 を設定する ことによって、即ち性不変は気の世界の問題、性可変は
精神 世界 の問題 と して扱 う ことによって、 それ は王充 にお いて矛盾 な く成 立 してい るので あ
る。
世界 としては気 の世界 と精神世界 とに区別 する ことができるが、精神 の根源 はやは り気の 中
にあ るのである。従 って、同様に気を根源 に しなが らもその展開方 式の違 いによって二つの世
界が存在す るよ うにな った と言えよ う。 これは元 々根 本存在には二種類 の真理が あ った とい う
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ことである。
二、三、 四、五、
王充 は虚妄 の批判 をそ の目的 として いるが、 これは精 神世界での事 である。 王充がその 当時
虚妄 の批判 と関連 して一番批判 しようとした のが、世俗 人の性 向である。 世俗 人の性向か らす
べて の虚妄 が発 生す る と考えたか らで ある。 また虚妄 とい うためには真理の基準がな ければな
らない。 王充 はや は り真理 の基準 を認めては いるが、 しか しそれは気 を通 じて表れ ると言 って
いる。気 の内容 は人間の中で 「骨法」と して表れ る。従 って、王充においての真理の基準 とは、
人間の骨法 を通 じてそ の真理 の基準 を認識す る次元での真理なのである。真 理の基準 を認識す
る ことによって真理 の基準 を明 らか にし、世俗人の性 向を批判 できる とい うことであ る。認識
対象 の中で一番価値 あるものは仁義道徳だ と言っている。 これは本性 の修養 と関係あ ることで
あるが、 王充 は この本性 の修 養 と共 に人間の等級 を提示 している。理 想的人間の等級 として、
儒 生、通人、文 人、鴻 儒 の順 に提示 して い る。 して み る と、儒 生 の下、即 ち本 性 の修養 を行
な って いない人 を世俗 人 と呼んで いるのが分 か る。鴻 儒 は真理認識 の最高 の段 階の人 間 とし
て、賢 人 ・聖人 とも呼んで いる。
第 四章、聖人観
一、二
聖 人とは天の真理 を体得 している有徳 者である。 この聖人が人間社会 の支配者 にな るべきで
あ る。こういった理想的な話が中国古代 にあった。この聖人 と支配 との関係 は、時代 と共 に段々
変わ って行 き、つ いに勢(勢 力)に よる支配 も主張され 、認め られるよ うになった と思 う。 し
か し、勢 による支配 の認定 と関係な く、 理想的には聖人の支配 が主張 され ていた。 これが王充
以前 にお ける聖人 と支配 とに関する一般的な考え方だった と思 う。 ところで、 ここで一つの問
題点 を見 いだす ことがで きる。即ち、勢の認定は天命 の否定を意味 し、 また聖人 と支配 との必
然性 を否定す ることにな る。 従 って、勢の認定 と共に聖人 に関する新 しい解釈 が要請 され るわ
けで ある。 この 問題 は孔子 が支配者 として の天命 を受 けな かった ことか ら始 ま る問題だ と思
う。王充は この問題 を根 本存 在の二重真理 か ら解決 しよう としている。即 ち、支配 は気の世界
の真理 として、 また聖人は精神 世界 の真理 として考 える ことによ り、それぞれ根本 存在の真理
によ って存在 してはいるが、互 いに関係 を持たない と説 明 している。 このような王充の説明に
よって初めて孔 子 を巡る矛盾 は解決 され た と言 えよ う。
三、王充の聖 人観 と当時の支配体 制
王充の二重真 理 によれば、 当時の王朝 は天の道徳 的真理 を体得 して いる聖 人であるか らでは
な く、 ただ気的真理 である運命 によって支配者 の地位 を獲得 していることにな る。 これ は、 当
時 の一般 的考 え方か らすれば、 王朝 の体面 を傷つ けることで あ り、天 を絶対者 とす る王朝理論
か らは許せな い理論 にな るので ある。 こういった 問題 について王充はそ の解決策 を考 えて いた
と思 う。 まず王充 は齊世的立場か ら、 また 王者 の徳 と符瑞 との必然的関係か ら、 当時 の王朝 の
聖朝で ある ことを説 明 しようと して いる。 このような説 明は、精神世界 の中で人間 の本性 を変
え る ことがで きる という、そ ういう考 え方 に支 え られて いると思 う。即 ち、王者 の徳 によって
気 的真理 による運命 も変 えることがで きるという ことで ある。王充は もう一歩進んで、王朝 の
成立 を徳 と関連付 ける ことによって、漢王朝 の王者 は最初か ら徳 によ って選ばれた支配者 だ と
も言 って いる。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本 論 は 、 『論 衡 』 を主 な る資 料 と して 、 中国 後 漢 時 代 の 異 色 の思 想 家 王 充 の 思 想 を体 系 的 に
把 握 す る こ と を 目指 した も の で、 「序 論 」、 「第 一 章 、 世 界 の根 源 」、 「第 二 章 、 現 実 世 界 」、 「第
三 章 、 価 値 世 界 」、 「第 四章 、 聖 人 観 」 か らな る。
「序 論 」 で は 、 先 ず 、 研 究 者 を取 り巻 く社 会 的 思 想 的 状 況 が 、 研 究 者 の関 心 、 視 角 、 総 括 に
及 ぼ す 影 響 力 の 大 き さ を指 摘 しつ つ 、 従 来 の研 究 は 、 結 局 、研 究 者 が 身 を置 く社 会 体 制 か らの
要 請 や 研 究 者 個 人 の 関心 か ら問題 を設 定 す る こ と に急 な あ ま り、 後 漢 と い う王 朝 体 制 下 の時 代
を生 きた 王 充 の思 想 を彼 が 生 きた歴 史 的 社 会 的現 実 に 即 して総 合 的 に考 察 す る と い う視 点 が 不
十 分 で 、 そ の た め、 王 充 の 見 解 に認 め られ る種 々 の 矛 盾 を、 そ の 思 想 全体 の 中 で 統 一 的 総 合 的
に理 解 す る ことが 出来 な か った 、 と総 括 す る。 そ の 上 で、 後 漢 とい う王 朝体 制 の 下 で 生 きた 王
充 が 、当時 の社 会 的思 想 的 状 況 の 中 で、"人 間 と社 会"に 関 す る彼 の思 想 を如 何 に形 成 して い っ
た の か を総 合 的 に考 察 しな け れば な らな い 、 と指 摘 す る。
「第 一 章 、 世 界 の根 源 」 で は 、 王 充 は、 個 人、 王 朝 お よび 世 界 のす べ て は 「天 」 を存 在 根 拠
と し 「気 」 を作 用 根 拠 と して存 在 して お り、 「無欲 の 形体 」 で あ る 「天 」 に お い て 「気 」 が 「自
然 無 為 に作 用 す る」 こ とで 、 「万 物 」 が 生 成 し存 在 し運 動 す る と い う理 論 を 提 示 す る こ とに な
る が、 た だ 、 王 充 が こ う した理 論 を提 出 した の は、 有 為 の 人材 で あ る 自己 が 不 遇 で あ る こ との
理 由 を示 そ う と し、 ま た、 体 制 の弱 体 化 が 危 ぶ まれ る現 王朝 に建 て直 しの方 途 を示 そ う と した
か らで あ り、 更 に、 王充 の理 論 形 成 に は、 状 況 に応 じて 逐 次 理 論 の展 開 を 図 る とい う と ころ が
あ っ た た め 、 「世 界 の根 源」 に 関 わ るす べ て の 問 題 を 「自然 無為 」 論 で 説 明 し き る こ とが で き
ず 、そ の 結果 、彼 の 主張 に は 「天 」 「気 」 を時 に 自然 的 だ と しつ つ 、時 に意 志 的 だ とす る とい っ
た よ うな 矛 盾 が 存在 す る こ とにな った が 、 そ こに、 儒 家 傍 流 の 自然 的 天 の思 想 や 道 家 の 自然 無
為 的 道 の思 想 な どに深 く共 感 しつ つ も儒 家 主 流 の有 意 志 的 天 の思 想 の枠 組 み を も温 存 した王 充
「天 」 「気 」 論 の性 格 が 窺 わ れ る、 と い う。
「第 二 章 、 現 実 世 界 」 で は 、 先ず 、 王充 は、 人 間 と万 物 とは、 「無 為 自然 」 な る 「天 」 の も と
で 「気 」 が 「無 為 自然」 に作 用 した 結 果 、 「天 象」 に対 応 す る もの と して 地 上 に存 在 す る も の
で 、 両 者 は そ れ ぞ れ の社 会 秩 序 を も ち相 互 に 無 関 係 に並 列 して い るが 、 た だ 、 「天 」 か ら 「五
常 の 気」 を受 けた ことで 本 性 的 に根 本 存 在 の 真 理 を 認 識 し倫 理 的 社会 を構 成 で き る人 間 とそ れ
が 出 来 な い 動 物 と の 間 に は価 値 等 級 と して の 「貴 賎 」 「長 幼 」 の上 下 関係 が あ る、 と した とす
る。 次 い で 、 王 充 は 、個 々 の 人間 の性 質 に は 「上 」 「中」 「下 」 の 相 異 が あ る が 、 人 間 全体 の 本
性 と して は純 一 な る本 質 と して の 「善」 「悪 」 二 種 が あ る だ け だ とす る本 性 論 を説 き、 生 来 の
善性 を悪 性 に変 えず 生来 の悪 性 を善 性 に変 え るべ く努 力 し、 天 界 の秩 序 に対 応 す る地 上界 の秩
序 と して の倫 理 的社 会 を実 現 す べ きで あ る と の修 養 論 を唱 え、 ま た、 人 間 社 会 の現 実 と倫 理 的
社 会 実 現 へ の努 力 との不 即 応 こそ 自然 無 為 に作 用 す る 「気 」 を通 して 現 れ た 必 然 に して偶 然 な
る 「命 」 に他 な らな い とす る運 命 論 を説 いた とす る。
「第 三 章 、 価 値 世 界 」 で は 、 先ず 、 王 充 は、 「精 神」 を元 来 「天」 の 「気 」 に根 拠 を もつ も の
だ が 、 現 実 に は体 内 を巡 る 「血 気 」 を場 と して だ け現 れ 、 身心 の諸 作 用 と りわ け 「五 常 の気 」
の 作 用 の も とにな る も のだ と し、 ま た 、 「命 」 が 働 く 「気 」 の 世界 と 「命 」 が 働 か な い 「精 神 」
の 世 界 とは 区別 さ れ 、 「気 」 の 世 界 で は不 可 能 な 「性 」 の 変 化 も 「精 神 」 の世 界 で は 「偽 」・と
して の 「知 巧 」 を加 え る こ とで 可 能 とな り必 要 で あ る と して い る、 と い う。 次 いで 、 王 充 は 、
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「気」 の世界 は、 世界 の根 本価値が さなが らに展開 して いる存在的側 面の世界で あるのに対 し
て、 「精 神」 の世界 は、世界 の根 本価 値 を認識 しそれ に近づ いて い こう と努力す る価 値的側面
の世界で ある としつつ、 人間に とって最 も価値 ある世界 と しての 「精神」世界 を重視 した、 と
いう。そ して、王充は、根本存在 の真理 を認識す る ことという 「精神」の主要作用 を問題 とし、
誤 った認識 に陥 り真理の実現 を阻んでいるのは、 「精神」が根本存在 の真理 を見 出せないでい
るか らで あるが、根本存在た る 「天」はそ の真理 を現す際 に 「気」の作 用を通 して間接的断片
的 に現すだ けである以 上、 人はそれ を、耳 目によ る経験、心 による思考、 学問 による理解 を通
して、そ の都度か つ継続的 に認識す ることが求め られ るのであ り、また、 認識 を十全な ものに
す るには内面的酒養 によって 「五常 の性」 を充実 させた 「善心」の存在 が不可欠で あ り、儒学
を修 めた人 々と りわけ博識深見 の 「鴻儒」た る 「聖賢」 こそが十全な認識が可能で ある、 とい
う。
「第 四章、聖 人観」では、最高 の真理体得 者 こそが世界 の支配者で あるべきだ との共通 理解
が存在 しなが ら、事実は必ず しもそ うではな いのはいか にも不可解 だ とい う古来 の疑 問を前に
して、王充は、根本存在で ある 「天」 を気的側面 と道徳的側面 とに分 けて考 える という二重構
造の真理観 に基づ いて、 「天」 「気」によって存在する人間 を先天的部分 と人為 的部分 とに分け
て考 え、真 理 を認識する聖人は、人為 的努 力 によってだれで もが 到達 可能 な存 在で あるが、 し
か し、天下 を支配す る天子は 「気」 の作用 に基づ く 「命」の下にある先天的な存在で ある、 と
して、両者 が本質的 に無関係な存在であ ることを明 らか にし、 同時に、漢 王朝の場合は徳 を実
現 した 「聖人」 と符命 を受 けた 「天子」 とが一致 している場合が多 く、符瑞 の頻 出こそがそれ
を示 している、 としてお り、そ こに王朝体 制を肯定 し漢 王朝を是 認す る王充 の姿勢が現れてい
る、 と論 じている。
本論文 は、 西暦 紀元 一世紀 における中国世界の多様 な思 想状況 のも とでそれ らに仮借無い批
判 を浴びせ た王充の著書 『論衡』 につき、 前後 の叙 述に矛盾す ると ころが少 な くな いその所論
を可能な限 り体 系的に把握 しよ うと試 みた もので ある。存在論 的側面 にお ける無為 自然の論理
と価値論 的側 面における有為必 然の論 理 とが併存す る思 想世界、 これが 『論衡 』か ら窺われる
王充 の思想 世界 である、 とい う本論 の結論 は極 めて穏 当な ものだが、それ を導 き出す に当たっ
て の順序 を踏 み綿 密に展 開され る粘 り強い思索態度 とともに、従来 の王充研究 に些か欠如 して
いた視点 と方法 とを提示 したもので、 王充思想 の全 面的な理解へ の新たな る道 筋を開いたもの
で ある。博士(文 学)の 学位 を授与す るに相応 しい業績 と認 め られ る。
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